
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

日野町山村開発センター照
明器具LED交換工事

日野町 4,428,000 4,400,000



Ⅱ．事業評価個表

無

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

日野町山村開発センター照明器具LED交換工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日野町
交付金事業実施場所 鳥取県日野郡日野町根雨130-1

交付金事業の概要 　日野町山村開発センターの照明器具LED交換工事に電源立地地域対策交付金を活用します。

総事業費 4,428,000
交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の成果目標

　日野町山村開発センターは、農林業の振興推進の拠点施設として昭和51年9月に開館し、町民の会議、研修、
生涯学習などの場として広く親しまれています。
　同センターは今年度で開館40年目を迎えますが、平成27年度には耐震調査を実施し、耐震性には問題ないこ
とがわかっており、今後も継続して施設利用を進めていくこととしています。
　しかしながら、照明設備については、現在ほとんどが蛍光灯を使用しており、明るさが一定していないために利
用者に不便が生じていました。
　そこで、館内の照明を低電力で長寿命のＬＥＤ照明に交換することとしました。経費削減と共に、安定した明るい
照明のもとで快適に施設が使用できるようになることによって、発電用施設の設置及び運転の円滑化のため、地
域の理解を促進していきます。

交付金事業の成果指標

　上記、目標を達成するためには、住民同士の交流や地域振興の拠点としての日野町山村開発センターの活用
が活発になっていく必要があります。
　そこで本交付金を活用し、日野町山村開発センターの照明器具LED交換工事を行うことで、快適な室内空間を
提供し、さらなる利用を促すことが期待できることから、同センター利用者の満足度100％を目指します。

交付金事業の成果及び評価

　工事完了後、11月には町最大のイベント「生きいき”ひの”ふれあいまつり」が行われ、日野町山村開発センター
は主に絵画・書道・写真等の作品展示会場として使用され、多くの人出で賑わいました。LED化によってそれらの
作品群が明るく照らし出されたことによって、「会場が明るくなって展示が見やすくなった」などの声が来場者から
も聞かれました。
　また、まつり終了後、出店者及び他のセンター利用者にアンケート調査を行ったところ、全ての回答者から「以
前より施設が明るくなった」「また施設を利用したい」との回答があり、100％の満足度を得られたものと考えます。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成33年度

計

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

電気設備工事 指名競争入札 株式会社中電工　米子営業所 4,428,000



　  　     
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等
を記載

（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 
（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。


